

































































































































































































• F・ドラッカー CPeterDruc k e r)は、生産性
を向上するための要素として4つ掲げている。そ

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 1 役割・勤務帯別看護業務調査結果(所要時問、総所要時間に対する%) 単位(分)
ダ メ ン ノ、 一 処置係構成要素 区 分
日 動 準 夜 深 夜 日 動 準 夜 深 夜 日 動
I.入院生活 所要時間 178 188 209 269 251 266 98.3 
援助
% 29 31 36 43 42 44 16 
l.治療・処置・ 所要時間 86 140 101 91 153 183 408 
検査
% 14 23 17 15 26 30 66 
il. 医薬品・医療 所要時間 11 4 3 。 。 。 13.3 
機器材料・リネン
保守管理 % 2 。 。 。 2 
百.打ち合わせ・ 所要時間 330 269 263 254.4 186 155 85.1 
連絡・情報収集
% 54 44 45 41 31 25 14 
v.その他 所要時間 10 10 10 8 10 8 12 
% 2 
VI.総合計 所要時間 615 611 588 622.4 600 612 616. 7 
% 100 100 100 100 100 100 100 
-79-
表 2 S病院 ー中症病棟と全国的な病院における看護業務内容別比較(%)
?????? ??? ???????? ???
2 I 0 2 
準夜 深夜 全国レベル勤務帯 日 動
トヂ|メンバー |処置
入院生活の援助 29 I 43 16 
治療・処置・検査 14 I 15 66 
54 I 41 14 
その他 2 




i口L 理 化 施 策 リーダー(分) メンバー(分) 処置係(分)
Aシステムの改善による合理化 4 6. 0 。 。
(2. 5 %) 
B看護婦自身が行う合理化 2 0 7. 6 122. 3 7. 7 
(1 1. 4 %) (6. 7 %) o. 2 5 %) 
C施設々備の改善・医療機器及び 139 143 2 
看護用具の改善強化による合理 (7. 7 %) C7. 8 %) (0. 3 2 %) 
化
D業務分担の委譲による合理化 137 225 266 
1) 他部門への委譲による合理 C7. 6 %) c1 2. 3 %) (4 3. 2 5 %) 
化
2) 看護部門内での委譲による 6 0 175 2 1. 5 
合理化 (3. 3 %) (9. 5 %) (3. 5 %) 
合理化した総時間数 5 8 9. 6 665. 3 2 97. 2 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































605 分 1 96. 5 3 分 408.47 分
(10時間 5分) (3 2. 5 3 %) (6. 8時間)
メンノぜー
612 分 221. 76 分 390. 24 分
(10時間12分) (3 6. 2 3 %) (6. 5時間)
処置係
615 分 2 9 7.2 分 3 1 7. 8 分
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